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本

庄

柴

治

良日

嬉
川
時
代
の
租
韓

徳
川
時
代
に
於
て
は
米
朝
棋
は
幕
府
諸
濯
の
財
政
上
の
棋
版
た
る
の
み
な
ら
や
、
園
民
経
済
一
般
の
欣
態
も
亦
之
に
よ
っ
て
推
察
せ

ら
み
九
有
凶
附
A

あ
っ
た
。
荒
川
両
時
比
於

4
K
品
川
淵
の
大
犬
、
b
d

れ
ず
に
石
商

t
以
て

L

大
名
組
本
一
般
武
士
KAt-一
る
ま
で
、
'

E

F

、
ノ
ト
軒
ur

v
d
q
n
v
t
φ
r
 

球
は
米
穀
を
以
て
現
は
さ
れ
、
租
税
の
収
納
も
亦
之
を
以
て
し
、
岡
氏
多
数
の
所
得
が
之
に
よ
っ
て
言
ひ
現
は
さ
る
ミ
有
様
で
あ
っ

た
。
こ
れ
徳
川
時
代
を
以
て
米
選
び
の
経
済
の
時
代
と
い
ふ
所
以
で
あ
る
。
か
く
の
如
〈
米
這
ひ
の
経
済
で
あ
り
、
米
は
財
政
経
済

の
基
礎
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
反
面
よ
り
見
れ
ば
、
幕
府
諸
漆
の
牧
入
源
の
最
も
重
要
友
る
も
の
が
田
租
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ

る。
徳
川
時
代
に
於
け
る
税
制
は
時
代
に
よ
り
、
ま
た
幕
府
と
各
落
と
に
よ
り
異
り
、
各
藩
に
於
て
又
各
別
の
制
度
が
る
り
、
関
東
と

関
西
と
に
よ
っ
て
も
異
り
、
同
じ
地
方
で
も
代
官
に
よ
っ
て
取
扱
が
異
る
と
い
ふ
有
様
で
あ
っ
て
、
何
等
の
統
一
-
泣
き
叫
倒
め
て
複
雑

訟
も
の
で
る
る
が
、
大
別
す
れ
ば
閏
粗
・
小
物
成
・
課
役
の
三
種
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

田
租
は
嘗
時
の
租
税
と
し
て
最
も
重
要
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、

一
般
に
は
五
公
五
民
と
稀
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
責
際
に
は
一
屠
過

幕

末

の

商

積

論
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商

務

論

五
四

重
た
る
負
携
で
あ
り
、
之
が
賦
課
方
法
に
は
定
免
法
と
検
見
法
と
の
二
穫
が
あ
っ
た
。
と
の

E
税
に
附
加
し
て
口
米
・
口
、
水
・
欠
米
の

制
が
あ
っ
た
。
日
米
・
口
永
は
納
租
の
と
き
の
筆
紙
墨
其
他
雑
費
に
供
せ
ら
る
L
も
の
、
欠
米
は
正
税
の
欠
減
を
補
充
す
る
も
の
で

あ
る
。申

叫
に
小
物
成
は
年
買
を
物
成
と
稿
す
る
K
劃
し
て
小
物
成
と
い
ふ
の
で
あ
う
寸
、
雑
税
の
一
種
で
あ
る
。
ま
た
問
畑
よ
か
納
む
る

年
貢
h
T
一
本
迭
と
砕
す
る
に
針
レ
て
小
年
貰
と
も
い
ふ
。
之
は
山
林
仙
庶
野
句
、
河
海
等
に
課
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
共
種
類
税
額
は
一
定

ぃ:引、
H
U
¥
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L
y
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一一一一一王、、
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孔
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司
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し
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R
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v
L
4
V一

Fmυ
寸

J
d
J宅
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川
川
れ

ν~
〉

1

・

nfvu孔
ご

九

市

3
J
t
L
J
P〉
o
b
v
~
ト
』
」
二
日
円

f
r
回日
J、

hv九河

川
蛇
a
H
f
R
ド
η
t
#
L
1《

L
J
t
泊
4
0
一
之
一
旦
ト
u
h
J
I
Rゆ
包

H
A
占
一
一
足

は
年
々
増
減
あ
り
、
或
は
臨
時
徴
牧
す
る
も
の
で
、
郷
帳
に
載
ら
ざ
る
も
の
b
1
浮
役
と
い
ふ
。
例
へ
ば
何
役
・
何
永
・
何
八
万
一
・
運
上
・

冥
加
の
類
で
あ
る
。

謀
役
に
も
種
L
R

の
種
類
が
あ
る
。

こ
れ
は
人
夫
と
し
て
働
く
代
P
K
米
金
を
差
出
す
も
の
で
あ
る
が
、
助
郷
の
制
度
の
如
き
は
貧

際
農
民
を
人
夫
と
し
て
使
役
し
た
場
合
が
多
い
。

以
上
の
外
に
臨
時
の
御
用
金
が
あ
る
。
と
れ
は
主
と
し
て
町
人
に
課
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、
農
民
共
他
に
課
せ
ら
れ
た
場
合
も

友
い
で
は
左
い
。

以
上
の
税
制
に
よ
っ
て
明
か
た
る
如
く
、
租
税
の
中
心
を
な
す
最
も
主
要
友
る
も
の
が
田
租
で
あ
り
、
農
民
の
負
携
す
る
所
で
あ

っ
た
。
首
時
の
矯
政
者
の
観
念
に
於
て
は
、
農
民
は
土
地
を
耕
し
米
を
租
税
と
し
て
納
め
て
武
士
階
級
を
養
ふ
べ
き
も
の
と
し

τゐ

た
が
、
町
人
は
武
士
の
如
き
祖
先
の
勲
功
も
彼
等
自
身
の
手
柄
も
た
く
、
又
百
姓
の
如
く
四
時
不
断
の
穀
苦
を
嘗
め
て
図
家
園
民
の

鋳
め
に
必
要
品
を
作
り
出
す
も
の
で
も
ゑ
く
、
只
管
算
盤
玉
を
弾
い
て
安
遜
に
耽
り
た
が
ら
、
錨
鉱
の
利
を
争
ひ
、
動
も
す
れ
ば
高



掴
同
日
間
や
珍
奇
左
も
の
を
串
買
付
け
、
右
耳
修
を
靖
長
ぜ
じ
む
る
無
用
の
者
と
し
て
考
へ
て
を
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
や
彼
等
は
そ
の
替
業

と
の
有
難
き
関
岡
山
に
酬
ゆ
る
の
が
常
然
で
あ
る
。
従
つ
で
彼
等
か
ら
は
冥
加
と
か
、
運
上
と
か

を
上
ら
し
め
て
閑
恩
を
報
謝
せ
し
め
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
町
人
か
ら
租
税
を
取
り
立
て
る
と
い
ふ
が
如
き
と
と
は
、
別
陀
深
〈
も

を
許
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

考
へ
て
は
ゐ
友
か
っ
た
の
で
る
る
。

事
情
か
く
の
如
〈
で
あ
る
か
ら
、
営
時
の
租
税
を
負
捲
ず
る
も
の
は
犬
部
分
農
民
で
あ
る
が
、
天
保
十
三
年
の
定
例
牧
入
に
つ
い

て
嘗
て
私
の
計
算
し
た
庵
に
よ
れ
ば
、
武
上
で
階
級
の
負
携
に
属
す
る
も
の
一
一
一
忽
、
農
民
の
負
捨
に
局
す
る
も
の
八
四
%
、
町
人
の

負
拾
に
風
ナ
る
も
の
四
%
で
あ
っ
た
。
勿
論
御
用
金
等
の
臨
時
の
負
櫓
を
加
ふ
れ
ば
、
町
人
の
負
携
が
一
屠
大
と
友
る
と
と
は
あ
ら

う
が
、
然
い
大
部
分
が
農
民
の
一
一
ね
一
檎
引
あ
る
と

C

は
否
定
す
可
ら
ざ
る
成
マ
あ
る
。

ーー

町
人
と
租
税
負
撞

既
に
漣
ぺ
た
る
如
く
徳
川
時
代
に
於
て
は
米
が
財
政
経
済
上
の
根
本
で
あ
り
、
園
内
の
人
口
は
圏
内
の
米
穀
を
以
て
養
は
ざ
る
可

ら
ざ
る
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
、
米
を
貴
ぶ
の
思
想
は
殊
に
甚
し
き
も
の
が
あ
っ
た
。
此
重
要
た
る
米
を
産
出
す
る
も
の
が
農
業
で
る

る
か
ら
、
農
は
閣
の
本
た
り
と
し
て
寧
草
さ
れ
た
と
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
所
で
あ
る
。
営
時
大
誌
の
皐
者
は
農
を
本
業
と
し
、
ヱ
商

を
末
業
と
し
、
本
を
重
ん
じ
て
末
を
抑
ふ
る
は
図
を
治
め
民
を
安
ん
や
る
の
政
友
り
と
考
へ
た
。
然
る
に
首
時
農
民
の
生
活
は
如
何

と
云
ふ
に
、
彼
等
は
一
事
手
一
投
足
に
拘
束
を
受
け
、
些
一
細
た
る
黙
に
至
る
ま
で
制
限
を
加
へ
ら
れ
、
た
ピ
租
税
を
納
む
る
矯
め
に

の
み
存
在
す
る
が
如
き
惨
め
た
る
生
活
を
左
せ
し
も
の
で
る
っ
た
。

幕

末

の

商

税

論

五
五
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然
る
に
徳
川
時
代
の
中
期
以
後
、
商
工
業
が
著
し
〈
勃
興
し
、
貨
幣
が
普
及
し
、
都
市
が
委
達
し
て
町
人
階
級
の
撞
頭
を
見
る
に

至
り
、
従
来
の
土
地
経
済
に
謝
す
る
貨
幣
経
済
の
禁
法
と
な
り
、
農
村
経
済
力
の
外
に
、
新
た
る
他
の
経
済
力
が
起
る
に
至
っ
た
。

か
く
の
如
き
著
大
な
る
経
済
上
の
鑓
化
の
た
め
に
、
従
来
の
経
済
組
織
を
以
て
し
て
は
武
士
階
級
は
到
底
そ
の
生
荊
を
維
持
す
る
能

は
や
、
農
民
も
従
来
の
如
く
武
士
を
養
ふ
能
は
古
る
に
至
り
、
彼
等
は
途
に
新
し
き
経
済
力
の
前
に
周
服
し
て
町
人
の
財
力
に
依
頼

し
、
或
は
自
ら
町
人
化
し
、
或
ほ
町
人
階
級
に
借
入
す
る
に
至
つ
犬
。
反
之
町
人
階
級
は
北
、
財
力
に
」
っ
て
枇
舎
の
資
力
む
占
め
、

武
士
を
歴
し
農
村
に
ま
で
進
入
す
る
に
至
つ
九
。
「
塵
塚
談
」
に
『
武
家
は
人
を
治
め
、
商
人
は
治
め
ら
る
L
の
法
友
る
に
、
今
は
町

人
が
人
を
治
る
世
の
ご
と
い
い
』
と
い
へ
る
は
、
這
般
の
事
情
を
道
破
せ
る
も
の
と
見
る
と
と
が
出
来
る
。

町
人
に
封
す
る
運
上
・
冥
加
は
、
そ
の
管
業
に
針
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
見
方
に
よ
ワ
て
は
形
式
的
に
替
業
税
の
一
一
穫
と
な
す
と

と
が
出
来
る
が
、

と
れ
が
上
納
の
趣
旨
は
、
前
漣
の
如
く
寧
ろ
岡
忠
報
謝
の
意
味
か
ら
、

町
人
が
進
ん
で
上
納
す
る
も
の
で

b
り、

幕
府
が
租
税
を
徴
牧
す
る
樺
源
に
よ
っ
て
之
を
課
徴
す
る
も
の
で
は
友
か
っ
た
。
御
用
金
に
針
し
で
も
同
様
の
意
味
で
あ
る
乙
左
は

「
破
れ
家
の
つ
ピ
く
り
話
」
に
『
近
来
諸
侯
の
家
臣
、
町
人
へ
損
失
を
か
け
て
も
主
人
恥
辱
と
も
存
ぜ
や
、
た
ま
に
は
偽
り
奪
ふ
ゃ
う

の
筋
に
落
る
も
あ
り
。
誠
に
苦
々
敷
次
第
及
り
。
(
中
略
)
共
上
領
分
の
町
人
百
姓
に
度
身
用
金
を
申
し
付
れ
ば
、
下
の
も
の
よ
り
合

力
を
う
〈
る
の
理
に
て
君
に
恥
辱
を
興
ふ
る
と
同
じ
と
と
な
り
。
仮
令
び
彼
れ
よ
り
図
恩
冥
加
を
た
も
ひ
て
用
金
願
ひ
出
る
と
も
必

や
薄
利
を
加
へ
で
返
済
す
ぺ
し
山
と
い
ひ
、
天
保
十
四
年
七
月
の
用
金
令
に
「
畢
寛
豆
寓
の
富
を
握
り
、
又
は
一
時
に
数
千
金
の
貨
殖

を
致
候
儀
、
皆
銘
三
呑
聞
に
て
‘
外
々
の
助
に
依
り
候
に
は
無
之
候
得
共
、

諸
家
の
先
祖
矢
石
を
冒
し
鉾
舗
に
燭
候
功
持
を
以
、

品
仰
を
保
候
子
孫
に
で
も
、
参
観
等
に
て
安
居
の
暇
無
之
、
共
上
御
軍
役
の
外
、
臨
時
御
手
偉
等
相
勤
、
大
金
献
納
致
候
儀
有
之
、
商 爵

拙著、日本社合経済史、 358頁以下
温知叢書、第九編、 83頁
日本紐祷叢書、第二十一巻、 67頁
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買
に
至
り
候
て
は
、
卒
生
の
勤
筋
と
申
も
無
之
、
二
百
徐
年
昇
平
の
御
徳
津
に
浴
し
安
逸
に
暮
候
難
有
儀
は
、
何
れ
も
わ
き
ま
へ
居

候
儀
に
可
有
之
、
此
度
の
御
用
金
は
新
政
の
御
徳
意
を
奉
助
事
に
て
、
如
斯
明
時
に
逢
ひ
一
際
の
御
奉
公
致
、
永
世
御
記
録
に
家
名

を
著
し
候
は
-
官
、
子
孫
迄
も
問
侍
へ
、
自
ら
淳
貨
を
倫
ぴ
騎
惰
の
所
行
相
慢
、
家
業
鋪
盛
に
可
相
成
問
.
右
申
渡
し
之
趣
篤
と
相
緋
.

無
異
議
御
諸
可
致
候
』
云
々
と
b
る
に
よ
っ
て
も
明
か
で
る
る
。

然
る
に
貨
幣
経
済
の
護
展
に
際
巳
て
町
人
が
財
力
を
掌
握
し
、
武
士
階
級
の
窮
乏
化
を
見
る
に
及
ぴ
、
町
人
よ
り
商
擦
を
岡
牧
し

七
武
士
の
手
に
牧
む
ぺ
し
と
の
議
論
、
町
人
の
富
を
徴
ナ
べ
し
と
の
説
、
或
は
積
械
的
に
川
町
山
業
忙
課
税
す
べ
し
と
の
論
を
見
る
に
歪

っ
た
の
で
あ
る
。

高
橿
岡
牧
論
茂
憎
富
論

(4)商
権
問
牧
論
。
既
に
漣
ぺ
た
る
如
く
徳
川
中
期
以
後
武
力
に
代
る
に
金
力
が
世
を
支
配
し
、
武
士
も
農
民
も
町
人
の
財
力
に
屈

ず
る
に
至
っ
た
。
こ
の
世
相
を
看
破
し
て
武
家
が
支
配
力
を
得
る
が
た
め
に
は
、
自
ら
町
人
的
の
行
動
を
た
し
て
町
人
の
穣
力
を
挫

く
と
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
。
既
に
早
く
太
宰
春
蚕
は
、
事
責
制
度
を
採
用
せ
る
諸
侯
の
裕
幅
在
る
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る

が
、
遠
山
景
賢
は
そ
の
著
「
利
構
論
」
(
寛
政
五
年
)
に
於
て
『
光
大
夫
士
庶
人
を
富
さ
ん
と
欲
せ
ば
金
銀
の
儲
を
商
賞
に
執
ら
る
べ
か
ら

ざ
る
左
り
』
と
て
、
商
人
が
諸
侯
士
大
夫
に
金
銀
を
貸
付
け
て
利
擁
を
濁
占
す
る
こ
と
を
非
と
し
、
諸
侯
武
士
に
針
ず
る
商
人
の
私

貸
を
一
切
厳
禁
し
、
官
府
よ
り
低
利
の
貸
付
を
な
し
て
之
を
救
済
し
、
貧
農
救
済
に
も
私
貸
を
禁
じ
て
官
金
の
低
利
貸
付
を
た
し
、

金
融
業
を
官
府
の
手
に
牧
む
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
ゐ
る
。
類
似
の
思
想
は
幕
末
に
至
。
て
盆
A

多
く
あ
ら
は
れ
た
が
、
慶
膝
三
年
の

幕

末

白

商

務

論

五
七

大阪市史、策四巻、 1683頁
日本経済叢書、第十一巻、 521頁
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幕

末

の

商

税

論

五
八

「
牧
米
構
上
書
L

に
は
米
商
の
好
策
を
攻
撃
し
、
米
債
を
左
右
す
る
穫
を
彼
等
に
放
任
し
置
く
と
と
は
園
家
の
一
大
害
た
り
と
し
、
須
く

米
穫
を
官
に
牧
め
て
之
を
専
占
し
、
米
事
賓
の
如
き
方
法
を
貫
行
ず
ぺ
き
こ
と
を
説
い
て
居
弘
ν
そ
の
他
産
物
合
所
の
設
立
計
重
に

関
す
る
文
書
に
は
こ
の
程
の
考
が
屡
と
高
調
さ
れ
て
ゐ
司
令
例
へ
ば
安
政
二
年
の
老
中
よ
り
の
評
議
蓄
に
は
『
一
樺
是
迄
大
坂
の

E

商
は
勿
論
刊
訂
戸
の
大
戸
に
て
自
在
に
天
下
の
財
賓
を
撮
り
、
諸
大
名
始
め
過
半
金
主
に
相
頼
大
利
を
食
ら
れ
、
却
て
彼
等
の
震
に

公
務
を
相
勤
候
様
成
行
候
は
、
間
躍
の
利
潤
在
…
枯
れ
、
設
主
所
を
情
説
侠
よ
り
、
金
武
家
衰
弱
に
歪
hu
候
儀
に
有
之
、
今
般
は
根
本
よ

り
立
直
さ
れ
候

u
r武
家
の
戚
棟
前
人
に
怒
川
μ
れ
候
低
無
之
」
一
Z

K

2
彦
あ
が
、
之
収
劃
す
る
寺
一
肥
十
本
行
の
答
豊
田
に
も
『
天
下
の
財
貫

を
掌
握
い
た
し
候
商
人
共
の
楼
を
不
取
上
候
て
は
右
御
偶
書
〔
宮
岡
強
兵
一
策
ケ
も
難
相
立
』
と
あ
る
。
共
後
の
上
申
書
・
建
議
害
等
に
も

こ
の
趣
旨
は
屡
々
る
ら
は
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
っ
て
、
商
権
を
武
家
に
岡
牧
す
べ
き
こ
と
が
設
か
れ
、
或
は
物
債
統
制
の
権
が
下
に
移

っ
て
ゐ
る
の
を
此
際
幕
府
に
取
り
上
ぐ
ぺ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
如
何
に
し
て
商
人
の
樺
を
拷
〈
ぺ
き
か
と
い
ふ
に
、

そ
れ
に
は
産
物
舎
所
を
設
け
て
商
樺
を
悶
牧
し
、
従
来
商
人
に
理
一
断
せ
ら
れ
た
る
利
楼
を
共
手
に
牧
む
べ
し
と
せ
る
意
見
が
多
か
っ

た
。
例
へ
ば
高
延
元
年
の
産
物
方
設
置
の
建
議
に
封
ず
る
勘
定
奉
行
側
の
答
申
書
の
内
に
『
是
迄
と
は
御
時
勢
ー
も
替
り
、
い
づ
れ
に

も
物
債
高
低
の
模
商
買
の
手
に
婦
居
候
姿
に
て
は
不
都
合
に
付
、
命
日
所
取
建
方
等
の
儀
衆
議
を
蓋
し
候
方
哉
と
奉
存
候
間
』
云
々
と

い
へ
る
如
き
こ
れ
で
あ
る
。

(
ロ
)
徴
富
論
叩
幕
府
諸
落
及
武
士
階
級
の
窮
乏
を
救
ふ
た
め
に
、
富
者
の
財
を
徴
す
べ
し
と
の
思
想
も
早
く
よ
り
存
ナ
る
所
で
る

る
。
例
へ
ば
本
居
宣
長
の
「
王
く
し
げ
別
本
」
(
天
明
七
年
著
)
植
崎
九
八
郎
の
上
書
(
享
利
二
年
八
月
)
山
片
賂
桃
の
「
夢
の
代
」
(
文
政
三
年
輯
)

等
の
所
論
は
既
に
別
著
に
於
て
紹
介
し
た
所
で
る
る
が
、
幕
末
に
歪
つ
て
は
こ
の
考
は
一
一
居
の
護
展
を
遂
げ
た
も
の
L
如
く
、
殊
に

拙ヨ耳、幕宋の新政策、勾3-3'7頁
拙著、日本社舎経済具、 487-49同頁
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軍
備
そ
の
他

K
E額
の
新
経
費
を
要
す
る
に
至
り
、
財
政
素
飽
に
陪
り
し
た
め
、
之
b
z
放
ふ
た
め
に
も
富
者
の
財
を
徴
ず
ぺ
し
と
の

意
見
が
上
書
の
中
に
屡
々
現
は
る
L

に
至
っ
た
。
試
み
に
そ
の
二
一
を
例
示
せ
ん
に
、
嘉
永
六
年
七
月
の
小
花
和
正
助
の
上
書
に
は

『
三
都
を
始
め
浦
々
迄
之
寺
院
町
人
豪
農
に
至
る
迄
、
凡
寓
耐
以
上
之
物
持
へ
、
身
代
一
割
の
献
金
可
被
仰
付
、
是
に
て
は
格
別
之

痛
み
と
も
不
相
成
、
大
教
を
憶
測
之
所
、
大
凡
七
八
百
寓
雨
之
貨
一
時
に
御
取
上
ケ
出
来
可
申
、
是
亦
前
保
金
主
と
も
同
様
の
利
害

を
御
論
し
可
有
之
、
伶
侶
な
Hζ

は
非
常
之
際
、
別
て
無
用
之
も
の
に
候
閥
、
此
も
の
明
節
そ
以
犬
卒
の
御
報
恩
心
掛
へ
き
義
常
然
之

事
に
候
』
と
あ
り
、
八
月
七
日
の
一
同
井
謙
主
の
上
書
に
も
政
治
海
防
共
他
内
外
針
策
の
種
々
な
る
方
面
を
詑
き
た
る
後
「
右
保
々
に
就

で
は
於
会
溢
数
千
高
金
の
御
入
資
可
布
之
侠
得
共
、
此
後
は
定
て
非
常
御
備
金
も
被
潟
在
、
御
山
君
支
の
儀
は
決
て
被
矯
在
間
数
候
得

共
、
此
昨
肢
の
儀
は
二
百
徐
年
太
平
の
思
波
に
加
し
、

金
銀
の
息
ひ
一
以
て
盗
品
お
と
な
し

楽
川
町
刊
諸
伎
を
傾
候
大
坂
一
の
大
商
共
の
積
明
也
候

金
銀
、
分
限
に
臆
し
御
引
揚
に
相
成
候
は
L

可
然
と
奉
存
候
』
と
論
じ
て
大
阪
商
人
の
宮
を
徴
ず
べ
き
と
と
を
設
い
て
居
る
。
同
年

同
月
の
仲
田
瀬
中
山
の
上
書
に
も
軍
用
金
を
富
豪
及
諸
寺
院
に
賦
課
す
べ
き
と
と
を
論
じ
て
臼
く
『
芳
高
一
御
用
途
御
不
足
に
て
御
手

薄
に
も
候
は
ミ
御
城
下
は
一
光
よ
り
、
京
大
坂
諸
岡
物
持
居
候
豪
家
之
者
共
、
諸
寺
諸
山
に
年
来
積
貯
へ
置
候
金
銀
、
分
限
も
生
・
を
御

川
市
と
し
て
差
上
候
様
被
仰
付
可
然
候
』
と
て
、
五
割
の
徴
牧
を
論
巳
て
居
る
が
『
柳
非
道
友
る
御
所
置
と
批
判
仕
者
は
御
戚
有
問
敷
奉

存
民
」
と
断
巳
て
居
る
。
治
同
年
十
二
月
大
阪
町
奉
行
よ
り
大
阪
町
人
へ
の
上
納
金
申
渡
の
一
節
に
も
『
士
農
工
商
各
其
峨
有
之
候

て
、
事
有
時
農
は
歩
役
等
に
苦
み
、
心
力
を
弁
候
得
共
、
商
人
は
取
分
寧
事
に
預
候
義
も
無
之
、
産
業
を
守
り
、
太
平
之
御
恩
津
に

浴
し
、
衣
食
住
は
勿
論
、
何
無
不
足
安
穏
に
渡
世
罷
在
、

い
つ
之
時
此
御
厚
田
山
報
可
申
哉
.
責
て
御
園
周
を
排
候
底
賞
然
之
義
に
可

有
之
、
芳
如
斯
御
時
節
柄
一
康
之
御
奉
公
不
相
勤
候
て
は
不
叶
筋
と
存
侯
事
。
(
中
略
)
賓
々
此
度
は
日
本
園
中
上
下
一
鰭
之
力
を
毅

幕

末

の

荷

積

論

五
九

瓦qd 

r
h
u
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幕
末
白
川
商
税
論

r、
O 

せ
、
御
安
心
之
揚
合
に
至
候
様
、
武
家
は
武
家
丈
、
百
姓
は
百
姓
丈
、
町
人
は
町
人
丈
之
粉
骨
を
表
、
御
園
岡
山
を
可
奉
報
は
此
御
時

節
に
付
」
一
五
々
と
述
べ
、
商
人
は
軍
事
に
携
は
る
こ
と
泣
き
を
以
て
宜
し
く
経
費
を
負
指
す
べ
し
と
な
し
て
ゐ
る
。
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税
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ピ
運
上
・
冥
加
を
徴
す
る
の
み
で
あ
り
、
臨
時
に
御
用
金
を
命
じ
た
に
過
ぎ
た
い
。
御
用
金
は
本
質
上
幕
府
の
借
上
金
で
あ
っ
て
租
税

で
は
友
い
。

然
る
に
幕
末
に
及
ん
で
町
人
に
謝
し
て
も
税
を
徴
す
べ
き
こ
と
、
即
ち
商
殺
を
課
す
べ
き
こ
と
が
設
か
る
る
に
五
つ

た
嘉
永
六
年
七
月
小
普
請
組
向
山
源
太
夫
の
上
警
の
う
ち
「
御
等
に
付
通
交
互
市
取
計
方
之
儀
申
上
候
書
付
」
の
第
九
に
は
『
商
税
之

義
(
是
は
向
ひ
高
に
付
、
何
口
と
申
定
に
よ
凹
て
運
上
を
取
立
申
候
)
御
用
拾
に
て
御
取
立
無
之
方
可
然
候
。
共
故
は
交
易
は
相
互
に
貨
物
を

以
取
遣
候
得
は
、
必
元
代
金
之
定
可
有
之
候
。
商
税
御
取
立
不
被
成
候
得
共
、
共
分
直
組
之
節
一
冗
代
り
差
加
申
な
れ
は
得
失
之
理
は

向
し
事
に
て
.
商
税
御
免
あ
る
へ
き
方
御
名
義
相
勝
可
申
炉
問
』
と
あ
っ
て
、
商
税
を
発
除
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、

乙
の
こ

と
は
そ
の
反
面
に
於

τ従
来
の
運
上
・
冥
加
と
異
り
て
、
商
税
に
謝
し
て
闘
心
を
持
つ
に
至
っ
た
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。

安
政
四
年
十
二
月
十
二
日
及
二
十
六
日
の
井
上
信
濃
守
・
岩
瀬
肥
後
守
と
米
国
総
領
事
ハ
リ
ス
と
の
蕃
害
調
所
に
ゐ
け
る
封
話
書

に
は
、
牧
税
の
抽
出
測
や
租
税
訟
を
質
せ
る
筒
僚
が
る
る
的
、
と
れ
等
は
貿
易
に
件
ふ
税
訟
で
あ
っ
て
、
噸
税
、
輪
出
輸
入
税
等
で
る

る
。
然
し
そ
れ
等
の
税
法
を
諒
〈
こ
と
に
よ
っ
て
、
田
租
以
外
に
、
貿
易
印
ち
商
品
取
引
に
つ
い
て
課
税
す
る
こ
と
を
知
り
得
点
だ
と

同上三、 588貰
大日本古文書幕末外国閥係文書之一、 716頁
向上十八、 576、760、762頁
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と
と
考
へ
ら
れ
る
。

鹿
膝
元
年
三
月
頃
と
田
山
は
る
L
某
氏
建
言
に
は
『
営
今
御
勝
手
御
線
合
等
不
容
易
御
時
節
に
付
、
難
被
行
様
相
関
候
得
共
、

右
御

償
に
は
商
税
之
法
御
立
御
座
候
得
者
、
是
式
之
官
一
拍
は
柳
以
御
心
配
無
之
、
北
(
徐
御
勝
手
仰
宏
買
は
巾
迄
も
無
之
、
御
武
備
も
十
分
相

懇
侠
事
に
御
底
候
。
此
商
枕
御
取
立
之
法
は
寅
に
宮
岡
強
兵
之
基
、
西
洋
諸
洲
皆
此
法
に
て
岡
力
を
張
候
事
に
御
座
候
』
『
商
税
御

取
立
之
儀
者
聡
と
御
決
定
之
上
、
衆
議
を
還
し
御
手
灰
侃
…
之
様
御
定
有
之
度
候
に
付
、
大
本
而
巳
相
認
候
。
且
税
則
再
議
之
時
に
営

り
居
候
間
尤
以
好
機
舎
に
付
、
愉
出
品
川
崎
…
従
之
御
決
怖
い
刊
之
、
共
代
り
御
圏
内
に
で
御
取
立
之
官
事
に
御
治
定
有
之
候
は
L
・

三
軍
税

之
日
中
川
俣
此
脱
者
対
之
供
。
若
亦
共
以
前
税
川
再
議
御
決
定
有
之
候
は
も
、
自
問
、
水
先
除
相
成
、
北
(
代
り
商
税
に
て
御
取
立
御
座
候
事

ぽ
外
岡
台
市
民
口
も
仰
引
合
相
成
侠
得
者

)
 

年
氏
之
織
に
付
川
火

γ目
白
情
川
之
、
白
石
日
吋
等

ιu信
伏
可
仕
慢
。
月
一
と
め
っ
て
、
丘
ム
了
川

u
-
‘L
J
.
ァ
グ
之

官
民
自
古
ノ
ョ
+
九
百

は
明
か
尽
な
い
が
、
園
内
に
て
商
税
を
徴
牧
す
べ
き
と
と
を
説
い
て
ゐ
る
。
恰
も
慶
膝
元
年
頃
に
は
新
に
管
業
税
及
び
堂
島
米
市
揚

の
税
を
起
さ
ん
と
の
計
書
が
る
っ
た
が
、
議
熟
せ
守
し
て
貸
行
ナ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
九
。
と
れ
亦
そ
の
詳
細
を
明
か
に
し
得

ざ
る
を
遺
憾
に
思
ふ
。

廃
舷
三
年
に
は
、
慶
喜
の
幕
政
改
革
が
あ
っ
て
、
庶
政
一
新
の
努
力
を
傾
到
し
、
そ
れ
に
は
悌
閥
会
使
レ
オ
ン
・
ロ
シ
ュ

(
]
一

h
cロ

岡
山

G
円

F
g
)

の
建
策
に
よ
る
所
少
か
ら
ざ
る
こ
と
は
嘗
て
述
ぺ
た
所
で
あ
る
が
、

そ
の
際
に
も
商
枕
の
徴
牧
は
論
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
卸
ち
同
年
二
月
八
日
ロ
シ
品
が
、
板
倉
伊
賀
守
・
松
平
縫
殿
頭
に
遮
べ
た
僚
項
の
う
ち
に
は
次
の
如
き
も
の
が
る
る
。

『
一
、
商
人
を
四
等
に
八
刀
、

二
分
の
税
を
震
納
候
(
育
分
之
二
)
。
尤
等
級
は
幾
等
に
分
候
て
も
宜
候

政
府
に
者
護
岡
安
民
之
潟
、
如
期
御
改
革
を
被
成
候
御
国
同
意
、
懇
篤
至
誠
を
以
商
民
迄
能
々
御
論
被
成
候
得
者
、
心
服
し
て
上

幕

末

町

商

積

論

六

総稲葉家文書、 19頁
徳川慶喜公f車、第三巻、 464頁
淀稲葉家文書、 224頁

〉

)

)

3
4
5
 



幕

末

白

商

税

論

六

納
致
候
者
に
御
座
候

て
寺
院
等
も
御
朱
印
地
・
除
地
・
門
前
地
と
も
共
上
り
高
を
調
、
二
分
の
地
税
を
潟
納
る
。
天
下
の
人
民
皆
公
卒
に
相
成
申
候

一
、
税
之
立
方
は
生
活
に
要
用
な
る
者
は
軽
く
、
本
有
修
に
属
す
る
者
は
重
く
致
候
は
寓
問
之
公
法
に
候
』

更
に
麗
膝
三
年
八
月
二
十
八
日
の
ロ
シ
ュ
の
上
書
に
よ
れ
ば
m

合
計
局
・
陸
軍
局
共
他
に
つ
き
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
合

計
防
の
保
下
に
説
い
て
ゐ
る
底
は
次
の
如
く
で
る
る
。

『
栴
陸
箪
創
玄
の
厨
射
に
同
非
山
刊
の
入
見
を
監
す
誌
に
よ
り
.
従
『
t
#常
の
町
川
料
、
お
き
献
は
や
。

f

;
一
一

J

4

B

上凶

i
:
:
ぇ
F
P
》

お
K
+
d
k
副
司
〈
之
布
，
司
副
」
を
耳
工
主

と
と
要
用
友
る
ぺ
し
。

第
一
、
家
屋
一
U
屋
鋪
等
の
地
税
年
K

総
高
の
十
分
一
を
取
立
る
と
と
。
但
し
地
税
の
法
敵
羅
巴
各
国
k

費
の
基
を
立
置
庭
に
る
り

て
は
此
税
を
取
ら
ざ
る
の
固
な
し

第
二
、
商
伯
は
各
其
商
賓
の
多
少
渡
世
の
部
類
に
従
ひ
、
之
を
六
等
に
分
ち
、
之
に
免
欣
を
輿
へ
共
税
を
取
立
る
事

第
三
、
沼
の
税

第
四
、
煙
草
の
税

第
五
、
茶
・
生
糸
の
税
、
同
疋
は
共
物
生
産
の
地
に
て
取
立
る
事

第
六
、
諸
日
本
舶
の
運
上
を
取
立
る
事

(
を
カ
}

此
諸
税
取
立
方
は
首
今
急
速
に
施
行
す
る
こ
と
の
得
ざ
れ
ば
、
差
嘗
り
急
速
諸
問
に
充
る
桜
之
仕
方
を
考
求
せ
ざ
る
を
得
十
。
因

て
考
ふ
る
に
、
御
旗
本
は
背
何
れ
も
大
君
中
宮
義
の
臣
に
し
て
、
大
君
を
能
く
警
衛
し
共
政
府
の
戚
谷
盛
た
る
を
闘
ふ
べ
き
筈
た
れ

徳川慶喜公博、第七巻、 138頁6) 



ば
、
共
人
々
上
り
銘
々
多
少
の
物
を
出
し
挨
功
せ
し
む
る
様
命
を
下
ず
は
‘
政
府
に
な
ゐ
て
公
然
た
る
疋
理
友
り
と
余
忠
へ
り
。

続
て
は
旗
本
の
諸
↓
心
建
に
闘
の
金
庫
b
、
共
領
地
の
上
高
或
は
北
(
給
俸
の
十
分
一
を
差
出
す
こ
と
是
無
徐
義
事
也
。
尤
も
此
事
は

常
格
tz離
し
こ
と
に
て
唯
三
ヶ
年
の
中
と
定
む
べ
し
。
」

要
す
る
に
家
屋
・
土
地
・
商
業
・
沼
・
煙
車
・
生
糸
・
茶
・
舶
舶
の
諸
殺
を
徴
牧
す
べ
き
と
と
を
忠
告
し
、
更
に
旗
本
を
し
て
三
年
間
牧

入
の
十
分
一

+r差
出
さ
し
む
べ
き
乙
と
を
説
い
て
居
る
。
即
ち
西
洋
風
の
直
接
税
及
間
接
税
を
設
け
、
幕
府
財
政
の
世
帯
礎
を
型
車
問
に

ず
ぺ
き
と
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

慶
照
一
一
一
年
の
幕
府
の
臓
制
改
革
案
は
ロ
シ
ェ
の
紘
一
一
己
に
依
っ
た
所
が
多
い
が
、
そ
の
中
南
税
共
他
に
闘
す
る
部
分
は
次
の
如
く
で

丸川一

7
d

。

『
て
商
買
は
等
級
を
分
け
終
年
商
ひ
高
之
三
分
(
百
分
之
ニ
)
宛
商
稔
可
筋
相
納
哉

但
、
農
民
に
て
商
致
し
侠
も
の
も
同
断
之
事
。
農
商
共
御
時
節
柄
之
儀
識
し
方
厚
〈
評
議
之
事

(
下
ケ
札
)
常
時
町
入
用
相
帯

η
侠
故
、
商
役
差
出
し
候
ハ
、
自
身
番
取
潰
し
相
成
候
て
は
如
何
、
又
七
分
金
之
儀
は
如
何
可
相
成
欺

て
寺
一
位
御
朱
印
地
除
地
門
前
地
等
も
上
り
高
取
調
二
分
之
地
税
可
潟
相
納
哉
』

こ
の
改
革
案
に
示
す
所
は
ロ
シ
ュ
の
献
言
に
比
し
範
園
が
極
め
て
狭
い
が
、
幕
府
で
は
前
述
の
如
く
ロ
シ
ム
の
忠
背
も
あ
っ
た
と

と
で
あ
る
か
ら
、
課
税
の
調
査
に
従
ひ
、
商
人
に
営
業
税
を
課
し
、
寺
吐
等
に
地
税
を
課
せ
ん
と
す
る
議
が
る
っ
た
こ
と
と
考
へ
ら

れ
る
。
然
し
此
等
の
案
は
結
局
賓
現
せ
や
に
終
っ
た
の
で
る
る
が
、

か
L

る
考
の
起
っ
て
き
た
こ
と
は
大
に
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ

ら
う
と
思
ふ
。

幕

末

の

商

税

論

占

ノ、

波稲葉家文書、 469頁
内同銀成、近世の日本、 309頁
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幕

末

の

商

税

論

六
回

五

論

結

徳
川
時
代
に
沿
け
る
経
済
一
位
舎
上
の
礎
化
、
削
ち
土
地
経
済
よ
り
貨
幣
経
済
へ
の
鑓
化
、

士
農
階
級
の
窮
乏
、
町
人
階
部
川
の
勃
興

は
、
従
来
の
田
租
に
よ
る
財
政
・
税
制
を
維
持
す
る
能
は
や
，
、
新
し
き
経
済
力
た
る
町
人
の
方
面
に
、
そ
の
血
路
を
聞
か
ん
と
し
.
滋

に
式
士
の
町
人
化
と
し
て
の
商
機
問
牧
論
、

町
人
代
負
雄
一
宮
水
め
ん
と
す
る
微
認
論
や
、

市
間
続
論
が
鳴
へ
ら
る
4
3
M
L

一h
っ
た
の
一
じ
わ

る
。
而
も
御
用
金
と
各
藩
の
専
賓
政
策
と
を
除
い
て
は
、
商
権
問
牧
論
も
、
徴
官
論
も
、
商
税
論
も
未
だ
賞
現
を
見
る
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

慶
一
腹
二
年
の
「
鋼
連
城
漫
筆
」
に
載
す
る
所
の
「
農
商
建
閥
解
」
(
相
一
紘
一
日
間
諸
問
)
に
は
『
上
古
合
銀
未
起
、
商
佑
も
又
未
起
、
園

『
み
カ
)

金
銀
盛
た
る
に
至
り
て
商
を
以
て
闘
を
建
つ
れ
ぽ
共
同
富
=
、
農
を
以
て
園
を
建
つ
る
時
は
共
闘
窮
ナ
。

窮
す
る
事
を
し
ら
宇
。

(
巾
略
)
是
農
商
建
固
に
よ
り
て
貧
富
の
分
る
所
也
。

商
を
以
て
園
を
建
つ
る
利
三
ツ
、
農
を
以
て
闘
を
建
つ
る
の
不
利
三
ツ
有
』
と

し
、
「
農
を
以
て
闘
を
建
る
時
は
、
農
よ
り
租
税
を
牧
む
る
故
に
.
徐
程
の
肥
股
の
地
に
あ
ら
ざ
れ
ば
勤
耕
し
て
も
利
潤
少
し
。
故
に
山

野
荒
廃
し
、
物
産
日
々
に
高
直
に
成
り
行
、
農
工
商
倶
に
表
ひ
、
闘
も
叉
夫
に
従
て
表
ふ
。
農
を
以
て
園
を
立
る
の
不
利
共
一
也
。

(
中
略
)
然
る
に
世
中
の
事
は
太
平
に
随
ひ
次
第
k

々
に
事
繁
〈
入
費
も
，
次
第
に
増
加
す
る
事
限
な
し
。
限
あ
る
租
税
を
以
.
限
泣
き

費
用
を
出
す
。
共
勢
ひ
窮
せ
ざ
る
事
を
不
得
、
営
然
の
迎
也
。
是
故
に
上
必
し
も
蓉
ら
や
、
下
必
し
も
怠
ら
歩
と
い
へ
ど
も
、
上
下

倶
に
衰
微
を
発
か
れ
や
、
是
則
農
を
以
園
を
建
る
の
不
利
共
二
た
り
。
』
一
古
々
と
設
け
る
如
き
は
、
田
租
に
よ
る
財
政
・
税
制
の
維
持
ナ

ぺ
か
ら
ざ
る
と
と
を
設
け
る
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

蓮被援筆第二、 2IJ'{
同上、 24、25頁
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議
機
轟
欝
獄
事
烏
v
p

令
部
襲
撃
J
ャ

町
人
に
封
ず
る
運
上
・
冥
加
は
徳
川
時
代
に
於
て
は
雑
税
中
の
一
部
分
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
幕
末
に
は
商
税
論
が
奥
つ

た
が
貿
現
せ
で
維
新
一
後
に
於
て
も
雲
市
税
は
輩
に
地
方
枕
・
と
し
て
各
府
燃
に
限
り
課
徴
し
た
に
過
ぎ
や
(
棚
附
似
て
国
税
と
し
て
の

替
業
稔
の
設
け
ら
れ
た
の
は
日
清
戦
後
の
二
十
九
年
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
地
租
は
歴
史
的
関
係
よ
り
見
る
も
、
税
額
の
上
よ
り
見

る
も
、
明
治
時
代
に
於
て
最
も
重
要
注
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
幕
末
の
商
税
論
は
、
税
牧
入
の
上
陀
於
て
は
何
等
の
意
義
を
も
資
さ
た
か
っ
た
も
の
と
言
ひ
得
る
が
、
経
済
事
情

の
鑓
化
に
感
じ
て
か
L

る
意
見
が
現
は
れ
て
来
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
か
L

る
経
済
思
想
上
の
鑓
化
は
、
組
法
獲
改
の
思

想
、
開
聞
進
取
論
、
貿
易
論
、
探
長
補
短
論
等
に
つ
い
て
も
之
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
徳
川
時
代
の
経
桝
忠
認
が
、
中
期
以
後
殊
に

幕
末
代
於
て
音
大
左
る
鑓
化
を
見
た
こ
と
は
大
に
注
意
ず
ぺ
き
こ
と
で
み
ら
う
と
思
ふ
。

幕

末

。

商

積

論

六
五


